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１．はじめに 

 デジタル道路地図はカーナビゲーションシステム

の基盤データとして重要な役割を果たしているほか，

国土交通省道路局（2021）において道路管理のべー

スレジストリに位置付けられている．道路統計年報

2020 によると道路の延長は全国で約 128 万 km に達

しており，道路管理者は国，都道府県，市町村の合

計だけでも 1772（2021 年 8 月現在）に及ぶ．全国の

道路に対して，新設だけでなく拡幅や道路施設等の

変化の情報も収集してデジタル道路地図を実際の道

路と一致させるように更新することは，交通，物流，

防災等に道路インフラを有効に利用するために重要

である．  

道路の変化は，道路地図だけではなく，地域社会

や経済へ影響を与える．道路法では，道路管理者に

対して道路に関わる変化を公示するよう求めている．

しかし，多くの道路管理者が実施している公示の具

体的な実施形態は，公報に記載された告示と期間限

定の図面の開示であり，道路の変化を効率的に利用

にしたいというニーズに対応するものとなっていな

い．本研究は，道路の変化に関する公示を効率的に

活用可能なものとするため，公示に関わる状況を調

査し，課題を解決するための方策を検討し，それを

具現化する全国の道路告示を集約する情報システム

を開発し，一部の道路管理者での利用が開始された

ことについて述べたものである．本システムの利用

によって，官（道路管理者），民（道路地図製作者及

び道路利用者）の双方にメリットがある．オープン

データのための情報システムは行政により構築され

ることが多いと考えられるが，本システムは民がシ

ステムを構築し，官に共同利用を提案した事例であ

る．  

 

２．道路に関わる変化の情報の流通の現状と課題 

本章では，道路に関わる変化の情報について，道

路管理者による公表の現状，地図製作者のニーズと

収集・利用の現状を述べ，情報の流通における課題

を整理する． 

2.1．道路変化情報の公表と道路変化情報へのニーズ 

道路の新設や廃止は国民の生活に大きな影響を及
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ぼす．道路法では，第十八条において道路区域の決

定，道路区域の変更，道路の供用開始，道路の供用

廃止が生ずる場合には道路管理者が公示し，その図

面を道路管理者の事務所において縦覧に供すること

を求めている．本稿では，道路法第十八条に記され

たこれら 4 種類の道路に関わる変化を「道路変化情

報」と呼ぶこととする．道路地図の更新には，道路

変化情報が有用であることが，布施ら(2009)による

供用開始の公示を収集するためのクローリングシス

テムに関する研究で明らかにされているほか，デジ

タル道路地図をベース地図として利用する地図製作

者からも（一財）日本デジタル道路協会へ強いニー

ズが寄せられている． 

2.2．道路変化情報の公表の現状 

道路変化情報を道路法に基づいて公表（公示）す

る一般的な方法は，道路変化情報を「告示」として

掲示，または，公報（例えば，県では県報，市では

市報）に掲載し，その告示の中に図面を縦覧できる

事務所と縦覧できる期間（例えば，２週間，３週間）

を併せて記載するというものである．この方法は道

路法施行規則第二条に示された道路区域に関する公

示の事項，同法第三条の道路の供用に関する公示の

事項に倣っていると考えられる．図 1 に告示文の例

を示した．道路管理者には，このような告示文の作

成と縦覧に備えて該当部分を色塗りした図面の作成

が必要となる．公示は掲示板，印刷物（公報）の他

にインターネットで公開されることもあるが，イン

ターネットで公開している自治体は都道府県・政令

市などの大規模なものが多いことが，前述の布施ら

（2009）の調査で報告され，2021 年の現時点でも同

様の傾向が見られる． 

2.3．道路変化情報の収集と利用の現状 

道路変化情報を収集するには，道路変化情報が記

載されている公報を入手しなければならない．イン

ターネットで入手できない場合には，道路管理者で

ある地方自治体等へ赴く必要があり，道路変化情報

が発出されているタイミングが不明であることも加

わり入手の効率は極めて悪い．インターネットで公

報が入手できる場合であっても，自治体毎に手作業

またはクローリングによって定期的に情報を収集し

なければならない． 

入手した公報から道路変化情報に関係する告示を

抽出するには，人間が手作業で読み解くほか，電子

データの場合には検索が可能な場合がある．しかし，

電子データであっても，図 1 に例示した PDF 化され

たテキストには，道路管理者の違いによってレイア

ウトにおいて縦書き・横書き・段組み，使用する文

字において数字・漢数字の混在があり，テキストデ

ータとすることは容易ではない．前述の布施ら（2009）

の研究においても，入手した電子ファイルからデー

タを構造化することは容易ではないことが指摘され

ている．これに加えて，文字だけでは道路の変化の

詳細な情報を得ることができないので，図面の縦覧

を行っている事務所へ縦覧している期間中に赴かな

ければならない． 

このような道路変化情報の収集と利用の作業を全

国の道路管理者に対して行うことは地図製作者らに

とって大きな負担であり，地図製作者らが告示の利

用に代わり行っている情報収集活動の一つは，行政

機関への道路の変化に関する情報公開請求である．

これによれば，縦覧期間の終了後でも現場事務所へ

 

図 1 道路の区域の変更の告示文の例 
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赴かずに図面を入手することができる．政策研究大

学院大学の情報公開開示請求データベースによると，

例えば，新潟県における 2007 年度から 2009 年度の

道路の図面に関する情報公開請求で警察担当分と用

地担当分を除き，道路管理課と地域整備部が対応し

たものの平均は年度当たり 87 件であった．また，後

述する香川県でもWEB公開前は年間 60件の情報公

開請求があった．情報公開請求は，告示の収集と図

面の縦覧に比して情報収集の負担は少ないものの，

地図製作者がそれぞれ行い，行政がそれぞれに対応

する必要があることから，事務的な負担が生じてい

る． 

2.4．道路変化情報の流通のまとめと課題 

以上のように，法制度に基づいて公表されている

道路変化情報の告示は利用されず，請求者（地図製

作者）と被請求者（道路管理者）の双方に手間のか

かる情報公開請求が広く行われている．本研究では

道路変化情報の告示を有効利用できる方策を実現す

ることを課題とする．なお，道路変化情報に関連す

るものに道路台帳平面図があり，政令市を始めとし

てその公開が進みつつある．しかし，道路台帳平面

図に道路変化が反映されるには年単位の時間がかか

っており（例えば，東京都大田区），加えて，変化し

た場所が判りにくいことから，道路変化情報の円滑

な流通は依然として重要である． 

 

３．道路変化情報の円滑な流通の方策 

 道路変化情報の公表と収集・利用の間にあるミス

マッチが解消され，道路変化情報が円滑に流通し，

その利活用が可能となるための方策を提案する． 

3.1．道路変化情報として取り扱うべき内容 

日本では 2016 年に成立した官民データ活用推進

基本法の第十一条において，国と地方公共団体に，

それらが保有する官民データは，個人及び法人の権

利利益、国の安全等が害されることのないようにし

つつ，国民がインターネットその他の高度情報通信

ネットワークを通じて容易に利用できるよう，必要

な措置を講ずることが求められることとなった．道

路変化情報はもともと公開されており，その内容に

個人情報や機密情報はなく，ファクトデータである

ことから判断して制限が不要で利用の推進に問題の

ないデータと考えられる．道路変化情報が電子化さ

れ，インターネット等で容易に入手できるようにな

った場合，例えば，図 1 のような現在の告示の表現

の様式のままでオープンデータとされた場合には，

情報の入手の点からは現在に比べて改善されるが，

情報を利用する点では問題が残る．実際，総務省行

政管理局が運用するオープンデータに係る情報ポー

タルサイトである DATA.GO.GOV において 2021 年

8月28日現在公開されているオープンデータのフォ

ーマットは PDF が も多く 41%となっている．ま

た，図面の縦覧が引き続き事務所で行われるならば，

依然として情報公開請求が続くと考えられる．なぜ

なら，道路地図の更新には，道路の線形や道路中心

線の移動等の詳細な情報が必要である．その具体的

な基準は，例えば，デジタル道路地図基礎資料作成

要領（平成 29年度）に示されている．これに対して，

告示文の情報は，道路法施行規則第二条に示された

道路区域に関する公示の事項，同法第三条の道路の

供用に関する公示の事項をベースとて，路線名，始

終点の場所，そして，道路区域では延長と幅員，供

用開始では時期というものであり，これらでは道路

地図の更新の情報として不十分である．したがって，

事務所で縦覧に供されている図面も合わせて道路変

化情報として取り扱う必要がある． 

3.2．道路変化情報の円滑化による効果 

香川県土木部道路課では，道路の供用開始及び区

域変更の告示を県報のほか，図面と合わせて WEB

サイトに公開している．2018 年にその効果について

 

表 1 道路変化情報の WEB 公開の効果（香川県の

事例） 

項目 公開前 公開後 

情報公開請

求の件数 

60件／年 0件／年 

事務処理時

間 

情報公開請求処

理に40分／件と

して2400分／年 

告示公開処理に

10分／件として

1500分／年（150

件） 
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香川県土木部道路課から聞き取り調査を行った．そ

のまとめを表 1 に示した．聞き取り調査によると，

WEB 公開によって情報公開請求がなくなった結果，

事務処理時間が 900 分（15 時間）減少した．図面の

開示は WEB 公開と別に従来通り実施しているが利

用者はなく， WEB 公開ですべて用が足りているよ

うに見受けられるとのことであった．また，WEB 公

開は民間地図製作者から良い評価を得ていたとのこ

とであった．このように，道路変化情報の告示並び

に図面の WEB 公開は，道路管理者と情報利用者双

方の効率を向上していた． 

3.3．道路変化情報のオープンデータに対する道路管

理者の取り組みの可能性 

道路変化情報のオープンデータ化についての道路

管理者の取り組みの可能性を調べるために，2015 年，

埼玉県と愛媛県の基礎自治体へのアンケート調査

（回答数は 37）を行った．この結果によると，道路

法に定めのない開通情報でも 7 割以上の道路管理者

は公開の意思があるが，約 4 割の道路管理者は作業

の手間が課題であると回答されている．このように

WEB での公開は必ずしも拒否されるとは限らない

が，実施には運用の負担を軽減する必要があると考

えられる． 

3.4．道路変化情報の流通環境の提案 

以上の調査から，道路変化情報としてテキストと

図面の両方をインターネットで公開する情報システ

ムには有用性と実現性があると考えた．行政のデー

タをオープン化する情報システムは行政によって構

築されることが多いが，道路管理者毎に道路変化情

報をオープン化する情報システムが構築された場合，

道路地図を更新するためには全ての道路管理者の道

路変化情報を必要とするため，地図製作者は全国の

道路管理者それぞれの情報システムにアクセスしな

ければならず，加えて，入手した情報のフォーマッ

トや項目を道路管理者毎に読み解く必要が生ずる．

このような非効率を避けるには統一的な仕様で情報

システムが構築されることが望ましいが，構築には

道路管理者に負担がかかり，統一仕様の調整と実現

には長い時間がかかることを考えると，道路変化情

報を統合的に扱える情報システムを地図製作者側が

構築して，その利用を開放することが効率的である

と考えるに至った．ただし，実現には次のような懸

念がある．道路管理者は，公示（具体的には告示の

発出）によって法で定められている作業は行ってい

るので，それ以外の作業を行う必要が無いと考える

ことがあり得る．道路法，道路法施行規則で求めて

いる道路変化情報の公示は現在の情報環境を踏まえ

たものではないので，改正が望まれるところではあ

るが，情報システムによる道路変化情報の公開は，

告示を代替するものではなく，告示が不要となると

は直ちには言えない．しかし，複数の情報公開請求

がなされている情報についてはオープンデータにす

ることが行政の効率化につながり，また，官民デー

タ活用推進基本法の精神に則ったものでもある．こ

のような理解を得ることとした．もう一つの懸念は，

行政が外部の第三者の情報システムへ情報を提供す

ることである．これに対して，デジタル道路地図が

社会インフラの有効利用，交通，物流，防災等に果

たしている意義と道路管理者におけるデジタル道路

地図の無償利用を踏まえて，現在でも道路地図の更

新のために情報提供の協力がなされている道路管理

者は多いことから，その点から理解を求めることと

した． 

 

４．開発した情報システムの機能 

前章の提案を実現するために，道路変化情報を統

合化するシステム（道路告示データシステム，https://

dourokokuji.jp/）を開発した．このシステムについて，

道路変化情報の登録と公開の役割を担う道路管理者

の目線と，道路変化情報を入手して利用する利用者

（主として地図製作者）の目線から，機能を述べる． 

4.1．道路管理者の目線からの機能 

システムへの道路変化情報の登録と公開は道路管

理者（道路管理者から委託された者を含む）が担う

ことを想定している． 

4.1.1．テキスト情報の登録と公開 

3 章 3 節の道路管理者へのアンケート結果を踏ま

えると，道路管理者のデータ入力の負担をできるだ

け少なくすることが必要である．10 自治体の告示の

項目を調査したところ公表される項目が必ずしも同
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じではなく，道路管理者内の担当部局によっては告

示日が決まる前での入力が行われる可能性があるこ

となどを考え，必ず入力しなければならない項目は

極力少なくした．例えば，告示日を入力しないで登

録することも可能であり，その場合には時間に関す

る内部処理を，データを登録または更新した日付で

代替して行う．ただし，告示日を入力すれば告示日

に従って一覧表を整理できるなど，きめ細かく入力

された場合はよりきめ細かなデータの管理ができる．

そして，登録されるデータの均質化のためにもでき

るだけ選択で入力が完了できるようにした．また，

本運用の前に試行を行えるサイトを並行して準備し

た．サーバにアップロードされた情報を確認した上

で公開を指定すると一般の利用者が閲覧できる状態

になる．登録の画面の一部を図 2 に例示した． 

4.1.2．図の登録 

事務所で開示していた平面図等をテキスト情報と

関連付けてアップロードし登録，公開できる．アッ

プロードできるファイルの数や形式には制限を設け

ていないため，大型図面用のスキャナが無い場合に

は，デジタルカメラで撮影した JPEG 形式のファイ

ル（写真）を図として用いるといった運用が可能で

ある． 

4.1.3．位置図の自動的な生成 

位置図を平面図と同じようにアップロードするこ

ともできるが，入力された始点と終点の場所と路線

名から，自動的に始点と終点の地名に も近い道路

上の経緯度を算出して，その間を直線で結ぶという

簡易な位置図を表示する機能を有している．この機

能は，小林ら（2017）が開発した道路と地理識別子

から道路上の経緯度を出力する道路ジオコーダと連

携することで実現している．国道においては一般国

道，国道（一般）という揺らぎや，都道府県道では，

都道，道道，府道，県道，主要地方道・一般県道，

県道（主要地方道）・県道（一般）という揺らぎに対

応している．また，告示文を取り扱うに当たり，終

点の入力において，始点の入力を利用した省略や，

複数区間において既出区間の入力を利用した省略が

あったとき，自動的に省略された文字列を補って道

路ジオコードを実施している．省略を具体的に示す

と，告示文の発出者が明確な場合の市区町村名，町

丁目の省略，既にある区間が入力された場合の同市

〇〇・同郡〇〇・同町のような同と市区町村・町丁

目の組み合わせ，市区町村・町丁目の組み合わせに

よらず同所と表現されているものである．道路ジオ

コーダが生成する位置図は簡易なものなので，手動

で位置を調整できることとしている．自動生成され

た位置図の画面例を図 3 に示す． 

位置図を自動的に生成することには，地図上での

図 2 道路告示を登録する画面の一部の例 

（都道府県道には選択肢が提示される） 図 3 自動生成された位置図の画面例 
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表示によって始終点の場所や路線の入力を確認でき

ること，手動で調整された正確な経緯度と経緯度を

紐づけることで道路ジオコーダの精度を向上させら

れるといったメリットがある． 

4.2．利用者の目線から 

公開されたデータの利用についての制約事項は利

用規約にまとめ公開している．道路管理者が別に制

限を設けなければ利用者と利用用途は限定されない．

利用者は期間，道路管理者，告示の種別で検索して

道路変化情報を表示することができる．該当する告

示の詳細，図面，位置図の表示に当たり特別な操作

は不要である．利用者が閲覧できる画面の例を図 4

と図 5 に示した． 

 

５．システムの利用状況と今後の課題 

システムは鳥取県，宮崎県で 2020 年から利用さ

れており，引き続き他の道路管理者への利用拡大を

進めることが今後の課題である． 

（公財）東京市町村自治調査会（2017）による基

礎自治体によるオープンデータ化と利活用の可能性

に関する調査研究では，自治体のオープンデータの

取り組みはまだ模索段階にあり，その課題は，取り

組みにかかる負担や労力，また，それに見合うメリ

ットに自治体の納得が得られていないこと等にある

と考えられると述べられている．対応すべき課題と

して，例えば，準備段階ではオープンデータ化によ

る自治体にとってデメリットへの対策があり，その

取り組み方策としては，オープンデータ化に伴うリ

スクと対応策の整理及びデータ提供者の責任範囲の

明確化が挙げられている．道路告示データシステム

では利用規約に道路管理者の責任範囲や免責に関す

る事項を記載してこれに対応している．また，利活

用の段階において，道路変化情報は，地図製作者に

図 5 登録・表示される平面図の例 

 

図 4 検索及び検索結果の画面例 
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は明確なニーズがあるほか，道路管理者においても

本システムの利用によるデータ管理が可能となり，

道路工事のデータと重ね合わせて，事業の進捗管理

をするなどの業務プロセスにおける活用が考えられ

る．今後も，ユーザや道路管理者の意見を踏まえて

システムの活用の推進と利便性の向上に努めたい．  

 

６．おわりに 

道路の供用の開始等の道路変化情報の公表には，

告示と図面の期間限定の開示という紙媒体をベース

とした公示の方法が広く行われており，道路地図を

更新するための情報として利用するに当たり効率が

悪く，代わって情報公開請求が多用されている．本

稿では，道路変化情報の効率的な流通のための方策

を提案し，それを実現する情報システム（道路告示

データシステム）の開発と一部の道路管理者での利

用が開始されたことについて述べた．このシステム

は，民が構築し，官に利用を提案するオープンデー

タシステムの事例である．これが広く利用されれば

道路管理者，地図製作者らが情報公開請求等に費や

している作業が効率化され，道路利用者は早期に更

新された道路地図を利用できることにつながる．  
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